実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

表計算ソフトによるグラフ作成やインターネットでの検索実習を終えた。プレゼンテーションソフトについては，教科書の例で基本的な操作の説明・実習をし，発表作品のための原案を考察する時間を設けてから実際の作品にとりかかった。プレゼンテーションソフトに対して生徒は興味を持って実習に臨んでいる。しかし，作品の原案作りは生徒によってばらつきがある。
　　○　実習環境，使用ソフト等

パソコン教室には，サーバ１台・生徒用４０台・教師用１台・教材作成用１台のコンピュータが，LANでつながっており，インターネット接続が可能である。また，授業支援ソフトでの教材ファイルの配布･回収が可能である。
３．実践内容

「総合的な学習の時間」における事業所訪問を題材にして，事後報告用の資料としてプレゼンテーションソフトを学ぶ。文字入力，文字装飾，写真や画像の挿入を学習する。早い生徒はグラフの挿入やアニメーションの設定も机間支援の時にアドバイスする。
４．実践結果と考察

「総合的な学習の時間」における体験的な学習となる事業所訪問を題材にしたため，生徒は興味を持って取り組んだ。プレゼンテーションソフトは入力する文字数が少なくてすむため，ワープロほどスキルの差が現れない。また，写真や画像の挿入あるいは背景など生徒にとっては興味のあるソフトであり，楽しそうに行っていた。発表するという目的がはっきりしているため，生徒の取り組みも真剣であった。
５．今後の課題

アニメーションやデザイン・背景に興味を持つと，本来の目的を見失う可能性が高いので注意が必要である。「総合的な学習の時間」の体験学習を題材にすることで，授業の進度の調整が必要である。
